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京
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學
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學
港
東
洋
史
研
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史
学
研
究
会
々
則
（
昭
二
九
・
＝
・
一
改
正
）

箪
一
条
本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。
　
　
　
●

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
剛
を
京
都
大
昂
†
文
遇
子
部
陳
列
倣
…
内
に
置
く
。

第
三
条
　
本
会
は
寮
都
大
学
文
学
部
史
学
科
を
中
心
と
し
て
同
好
の
十
粗
集

　
　
　
　
　
コ
史
学
に
関
す
る
研
究
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
㌧

第
四
条
　
本
会
．
の
事
皿
栗
は
一
縮
凸
ね
．
左
・
の
通
り
で
あ
る
。
．
　
　
一
　
余
へ
1
1

　
　
　
ご
㍉
・
宅
｝
ニ
ヨ
　
研
究
㎝
…
剛
並
腎
マ
双
び
見
昌
ず
　
三
　
会
器
（
史
林
）
等
の
雅
み
∬

第
五
条
．
本
会
に
理
事
長
帯
名
晒
理
事
五
名
、
監
事
弐
名
、
評
議
員
弐
拾
五

　
　
、
：
こ
　
端
い
‘
「
及
び
添
員
砦
干
名
を
醗
く
。

第
六
条
b
．
理
事
長
、
理
挙
及
び
監
斑
は
評
議
鐵
の
巌
出
に
よ
る
。
理
癖
長
は

　
　
　
、
（
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
轄
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評

　
　
　
　
　
議
員
会
を
弼
纂
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
会
務
を
処
理
す

　
　
　
　
　
る
コ
鰭
癖
は
会
計
経
珊
を
監
査
す
る
。
ナ

第
七
条
　
騨
議
員
は
会
員
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
撰
出
↑
し
、
会
務
の
離
…
同
に

　
　
　
㌻
応
ず
る
。
、

第
八
条
委
員
陵
環
事
異
こ
れ
を
嘱
託
し
、
編
輯
、
畦
務
、
套
計
の
宋
務
を

　
　
　
　
　
分
掌
す
る
。

第
九
条
　
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再
任
す
る
事
が
掲
来
る
，

節
十
条
本
会
の
目
的
を
賛
し
新
に
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
入
会
串

　
　
　
　
　
込
を
な
し
理
癖
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
十
一
条
　
蚕
員
は
所
定
の
会
費
を
納
入
し
て
、
本
・
会
の
会
合
に
閏
席
　
し
研
究
、

　
　
　
1
調
査
、
見
学
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
し
、
会
誌
翼
林
」
の
配
布

　
　
　
　
．
’
を
受
け
且
つ
こ
れ
に
投
稿
す
る
こ
と
が
街
来
る
。

第
「
十
二
条
．
毎
旨
〃
．
一
回
例
会
を
開
周
く
。
会
揚
幕
は
そ
の
度
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
［
十
三
条
　
㍍
紘
∴
秋
期
に
於
て
総
会
を
開
き
研
究
、
網
嗣
益
、
見
野
†
を
行
い
汲
び

　
　
　
　
「
会
■
務
の
報
血
口
を
す
る
。
一

．
第
十
四
一
条
　
本
会
の
経
費
は
会
費
㍉
藩
業
取
入
及
び
寄
附
金
を
以
て
亥
弁
ず
る
。
‘

　
　
…
？
即
「
　
会
費
は
誌
代
ρ
を
以
て
会
費
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
十
五
条
「
本
会
め
た
あ
功
績
顯
著
な
者
は
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
η
名
誉
会

　
　
　
　
　
員
に
推
薦
す
る
こ
と
が
畠
来
る
。

附
　
　
則
　
本
・
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
但

　
　
　
　
　
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動
に
基
く
会
蒲
猟
金
額
の

　
　
　
　
　
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ
を
行
う
。

理
轟
長
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史
学
研
究
■
会
役
員

　
　
　
　
原
　
　
随
　
圃

事
（
四
二
）
赤
松
　
俊
秀

　
（
庶
務
）
藤
岡
謙
二
郎

　
（
会
計
）
麿
光
教
一

　
　
　
佐
伯
，
　
富

　
　
　
諏
小
π
夢
覇
議

事

織
田
　
武
雄

小
葉
田
　
淳

会
田
　
雄
次

赤
松
　
俊
秀

有
光
　
教
一

井
上
　
弊
勇

梅
原
　
末
漁

織
田
　
武
雄

員
塚
　
茂
樹

小
葉
田
　
淳

、
小
林

　
　
　
　
行
雄
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小
牧
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佐
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た
の
は
、
あ
る
い
は
策
の
拙
な
る
も
の
と
評
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
古
墳
の
発
生
の
背
後
に
首
長
権
世
襲
制
の
発
生
を
考
え
よ

う
と
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
た
と
え
世
々
王
有
り
と
い
い
、
卑
弥

呼
の
後
を
そ
の
年
女
壱
与
が
継
い
だ
と
い
う
記
慕
が
あ
る
に
し
て
も
、

邪
馬
壼
国
に
は
ま
だ
首
長
権
の
世
製
制
は
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
と

す
る
解
釈
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、
邪
馬
憂
国

の
社
会
段
階
と
古
墳
時
代
前
期
の
“
て
れ
と
の
間
に
、
な
お
若
干
の
差

黒
ハ
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
そ
え
て
お
き
た
い
。

こ
こ
に
た
だ
世
襲
制
と
い
う
の
が
男
系
世
襲
制
を
さ
す
こ
と
は
い
づ

ま
で
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
四
年
一
〇
月
）

20　（20）

ム：

告

　
十
一
月
二
臼
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
本
会
に
お
い
て
次
の
よ
5
に
会
則
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
も
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
ね

　
「
，
第
五
条
本
会
に
理
事
長
一
名
、
理
事
五
名
、
監
事
二
名
、
評
議
員
二
十
名
及
び
委
員
直
島
名
を
置
く
」
と
あ
る
評
議
員
二
十
名
を
「
許
議
員
二

十
五
名
」
に
改
め
る
。

　
「
第
十
五
条
本
宮
の
た
め
功
績
顕
著
な
者
は
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
り
名
誉
会
員
に
推
薦
す
る
こ
と
が
禺
来
る
」
を
覇
に
設
け
る
。

　
尚
薪
に
別
項
記
載
の
役
員
を
選
出
し
、
右
の
会
翔
に
よ
っ
て
、
岩
井
武
俊
、
岩
橋
小
弥
太
、
新
村
出
、
中
村
直
勝
、
那
波
利
貞
、
西
田
直
二
郎
、

羽
田
亨
、
矢
野
仁
一
の
八
氏
を
名
誉
会
員
に
推
薦
致
し
ま
し
た
。

昭
和
廿
九
年
十
一
月
十
臼

典
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会



る
に
足
る
兵
力
を
養
い
、
国
家
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

直
謝
訴
訟
が
言
っ
た
ご
と
く
、
孫
権
の
苑
後
は
名
｛
示
大
族
み
な
部
曲

を
有
し
兵
佼
を
畜
え
、
（
魏
志
二
八
）
た
だ
相
互
の
勢
力
関
係
か
ら
孫

氏
を
主
と
戴
く
に
す
ぎ
ず
、
公
族
・
大
臣
の
争
い
や
謀
叛
が
絶
え
な

か
っ
た
。
た
だ
大
事
に
璽
ら
な
か
っ
た
の
は
宜
僚
貴
族
制
を
整
え
る

努
力
が
・
な
さ
れ
た
こ
と
、
君
主
が
校
事
の
様
な
中
書
系
統
の
耳
目
の

官
を
備
…
え
科
法
を
以
て
大
臣
を
監
視
し
た
こ
と
に
よ
る
。
後
者
に
つ

い
て
、
美
人
環
済
の
帝
王
要
略
に
、
中
書
が
尚
書
を
経
由
せ
ず
、
州

郡
及
び
辺
将
に
密
詔
を
下
し
た
こ
と
を
述
べ
（
太
平
御
覧
四
叉
O
）
、
前

者
に
つ
い
て
は
華
輝
の
華
氏
新
論
の
尚
書
二
曹
論
に
、
漢
で
は
一
般

民
を
と
り
し
ま
る
麟
曹
が
要
‘
職
だ
つ
た
の
が
、
呉
で
は
吏
部
が
重
ん

ぜ
ら
れ
て
い
る
と
の
問
答
を
の
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
1
7
ト
は
吏
部
尚
書

が
清
貴
の
官
で
あ
る
と
共
に
、
実
権
は
中
書
舎
人
に
帰
し
た
南
朝
の

政
治
機
構
の
総
勢
が
す
で
に
現
わ
れ
て
い
る
。
（
拙
稿
「
魏
音
及
南
朝
の

寒
購
目
・
寒
人
」
齋
m
亜
人
丈
愚
寓
報
三
の
二
）

　
呉
の
蝋
ハ
亡
は
東
晋
以
下
南
朝
の
そ
れ
と
い
く
た
の
点
で
類
似
し
て

い
る
の
は
江
南
と
い
う
地
域
性
と
貴
族
制
の
時
代
と
い
う
共
通
の
時

聞
空
闇
の
上
に
立
つ
た
も
の
ぞ
、
そ
れ
ら
諸
国
の
国
難
の
ひ
な
が
た

を
提
供
し
て
い
る
。

三三［鋼興の政テ食とf織農1（富川）

史
学
研
究
会
例
会

日
　
時
　
二
月
五
日
（
土
）
　
午
後
一
時

場
　
　
所
　
　
京
都
大
学
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
遍
下
車
）

　
　
題
未
定

　
　
現
代
ド
イ
ツ
・
ド
イ
ツ
愛
学
界
見
聞
（
幻
燈
使
1
9
）

井樋

上口

回隆

勇康

氏氏

6エ（61）



軍人勅諭の成立と1獲周の憲法藁案（1）（梅漢）

　
　
　
　
　
五
、
結
　
　
　
語

　
「
勅
諭
稿
」
が
公
布
本
「
軍
人
勅
論
」
に
至
っ
て
、
主
と
し
て
そ
の
前
文
と

第
一
条
に
お
い
て
飛
躍
的
に
内
容
に
変
化
を
生
じ
、
し
か
も
そ
の
変
化
が
西
自

身
の
思
想
的
発
農
の
繕
…
県
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
勅
諭
完
成
の
功
を
語
る
上
で

或
い
は
彼
の
た
め
に
弛
む
べ
き
で
あ
る
か
竜
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
軍

人
勅
諭
」
の
成
立
の
時
期
は
、
恰
も
近
代
史
初
頭
の
最
初
に
し
て
最
大
と
い
5

べ
き
政
治
史
上
の
疾
風
怒
濤
時
代
で
あ
り
、
ま
た
か
か
る
激
動
期
な
る
が
故
に
、

そ
の
成
立
・
発
布
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
完
成
に
あ
っ
て
、
明
治

初
頭
の
啓
蒙
主
義
哲
学
縦
4
1
と
し
て
現
前
の
軍
隊
の
実
情
と
近
代
翔
家
に
お
け
る

軍
獄
の
一
般
性
の
認
識
か
ら
、
客
観
的
に
し
て
、
し
か
竜
内
面
的
・
自
発
性
の

あ
る
軍
入
モ
ラ
ル
を
設
上
せ
ん
と
し
た
企
図
が
、
井
上
的
な
す
ぐ
れ
て
時
局
的

な
絶
対
主
義
政
治
家
に
よ
る
政
治
の
欄
か
ら
の
、
蜜
さ
に
上
か
ら
の
モ
ラ
ル
の

強
制
の
た
め
に
山
脚
れ
去
っ
た
こ
と
も
、
当
時
の
歴
史
的
事
情
か
ら
当
然
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
井
上
が
西
に
代
っ
て
〃
飛
躍
”
の
推
進
者
た
る
資
格
を
獲

た
こ
と
る
、
彼
が
そ
の
時
期
に
演
じ
た
役
翻
の
主
導
的
に
し
て
重
旦
大
で
あ
っ

た
こ
と
を
思
え
ば
、
蓋
し
歴
史
的
必
然
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
ら
。
西
は
早
く
か

ら
政
治
と
宗
教
道
徳
と
の
区
別
を
提
説
し
、
彼
独
自
の
道
徳
論
を
有
し
た
。
而

臨
そ
う
し
た
広
く
且
深
い
歴
史
哲
掌
的
教
養
を
背
景
と
し
つ
つ
、
日
本
近
代
軍

隊
の
内
部
に
あ
っ
て
、
を
の
軍
隊
祉
会
構
造
に
お
け
る
臼
本
約
特
殊
性
と
近
代

酌
一
碧
牲
を
顯
恥
し
つ
つ
、
軍
人
モ
ラ
ル
を
礎
こ
う
と
し
た
の
が
「
勅
諭
稿
」

で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
モ
ラ
ル
の
か
な
り
合
理
的
・
客
観
的
な
与
え
方
、

道
徳
と
し
て
の
自
発
性
の
豊
か
さ
を
、
井
上
的
立
場
に
飛
躍
せ
ぬ
こ
と
に
よ
っ

て
失
わ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
に
こ
そ
、
三
一
そ
の
入
の
本
領
が
あ
っ
た

訳
で
、
勅
諭
完
成
の
功
．
を
よ
し
や
井
上
に
譲
っ
た
と
し
て
竜
日
本
一
隊
の
挫
格

形
成
史
上
に
お
け
る
彼
の
役
割
は
至
大
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
彼
の
軍
隊
思
想
が

挫
折
し
た
と
こ
ろ
に
近
代
史
の
行
方
を
庄
右
し
た
そ
の
後
の
軍
隊
（
部
）
の
あ

り
か
た
を
早
く
も
説
明
す
る
も
の
が
奥
潔
く
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
本

稿
は
昭
和
二
九
・
六
・
二
〇
読
史
会
春
季
大
会
に
発
表
し
た
要
旨
に
若
干
の
補

一
訂
ゆ
乞
田
即
・
凡
轟
に
“
℃
の
で
あ
｝
る
。
　
昭
勲
響
二
九
・
七
・
二
山
ハ
詑
）

　　　｝甲．　t’At”’ua 　
次
号
以
降
酉
嗣
の
「
憲
法
草
案
」
　
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
三
女
を
掲
げ

る
。
　
（
尚
「
草
案
」
の
閲
覧
に
恥
し
国
立
国
会
図
書
館
国
会
分
釜
憲
政
資
料
釜
、

並
に
大
久
保
利
謙
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
記
し
て
感
謝
の
煮
を
表
す
る
。
）

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

@　

@
執
箋
毫
介
　
　
　
　
　
　
…

　　　　　rw’L　　　．．、ゴへ．へ　　岬bA　NL”LV’L

柴梅三江1小

田三川本林
　　尚幹行
実昇志雄雄

藤
岡
謙
二
郎

京
都
大
学
講
師

龍
谷
大
学
講
師

岡
肉
大
回
教
授

大
阪
大
学
助
教
授

京
都
大
掌
教
授

京
都
大
学
教
授
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考
宵
学
閥
係

京
都
府
竹
野
鄭
綱
野
町
大
字
小
浜
岡
古
墳
群
の
調
査

　
京
都
府
文
化
財
保
護
課
の
委
嘱
を
受
け
十
一
月
十

　
一
臼
よ
り
五
臼
聞
、
京
大
考
古
掌
教
窒
よ
り
、
機

R
隆
康
・
川
蠕
真
治
両
罰
が
表
題
古
墳
群
中
道
路

工
事
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
二

軍
の
古
墳
の
調
査
に
赴
い
た
。
両
面
共
砂
丘
上
に

築
か
れ
、
一
は
箱
石
禧
を
、
一
は
竪
穴
式
石
室
を

主
体
と
し
、
前
者
か
ら
は
一
体
の
人
骨
、
後
者
か

ら
は
七
体
の
人
骨
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
須

恵
器
、
鉄
片
、
石
製
玉
飾
の
出
土
を
見
た
。

坪田武鈴清潮佐佐酒
井中井谷水見原藤井

清繁博正泰　　　三
足三明勇次浩真長郎

≧

新
　
入
　
会
　
員

池池池猪浅朝
永田内飼香尾

＝敬義昭
鄭正資子正弘

池
葉
須
藤
樹

今
治
北
高
校

上
田
　
和
子

江
坂
長
四
郎

大
戸
道
彦

岡
田
芳
三
郎

小
野
塚
玄
規

柿
塞
典
昭

堅
田
　
　
直

金
井
之
文

金
沢
大
暦
法
丈
学
部
史
学
研
究
室

小小児木金
出林島島子

　　ぜ　　同孝一
寧馨校：文司

今
治
市
日
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
金
沢
市
大
手
町
一

岡
山
県
児
島
市
味
野

東
京
都
立
大
学
歴
史
研
究
室

渡吉吉山三水牧細藤福林新申
部原川田輪谷田川田原　田臣

康慶専　房清諦行　紀陸益恵
彦法心真子三三信等子甥也眺

　
　
　
　
　
　
東
京
都
目
黒
区
裳
町
五
九
一
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狽
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戯
い
摯
ぐ
．

．
ご

．．℃旨1．；ゴ｛・「「・

肝π
吃　

ゴ

西
洋
史
学

　
　
第
二
三
輯
（
二
九
年
十
月
刊
）

ド
イ
ツ
世
界
政
策
の
一
転
機
：
…
…
…
…
…
…
・
…
山
　
脇
　
重

「
新
航
路
」
の
通
商
政
策
・
↑
：
ゴ
：
…
…
…
…
・
…
…
岡
　
部
　
健

　
　
t
「
大
通
商
協
鬼
」
を
中
心
に
ー

カ
イ
ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
気
室
の
三
囲
政
策
に
つ
い
て
…
黒
　
羽

《
ノ
ー
ト
》
・
ギ
リ
・
老
妻
…
，
，
，
…
…
－
－
・
．
．
・
斡
騨
晒

　
轡
評
・
紹
介
・
学
会
報
告
そ
の
他

　
　
第
、
二
四
輯
（
二
九
年
十
二
月
刊
）

彦雄村川茂

英
国
地
主
制
の
一
考
察
：
…
…
…
：
…
…
・
…
…
・
…
越
　
智
　
武
　
匝

　
　
1
一
†
六
世
紀
ジ
山
ン
ト
リ
ー
の
聞
題
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

十
四
世
紀
イ
タ
リ
ア
絵
画
の
理
想
主
義
丁
丁
格
…
藤
原
国
雄

　
イ
ギ
リ
ス
絶
対
王
曲
制
と
薩
業
の
独
占
：
…
…
…
…
…
・
…
宮
　
島
　
康
　
雄

　
《
ノ
ー
ト
》
現
今
の
古
代
埃
及
語
研
究
に
つ
い
て
…
…
加
　
藤
　
一
　
朗

　
讐
評
・
紹
介
そ
の
他

○
入
会
御
諦
…
果
の
方
は
会
喪
（
年
額
六
〇
〇
円
、
各
号
一
五
〇
円
、
致
料
共
Y

　
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

○
現
在
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
全
部
揃
い
ま
す
。

京
都
大
学
文
学
都
西
洋
史
研
究
窒
内

　
　
　
日
本
西
洋
史
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傭
恢
替
由
尽
一
〇
＝
一
山
ハ
九

編
　
集
後
　
記

　
多
事
多
忙
だ
つ
た
一
九
五
四
年
も
お
わ
り
、
こ
こ
に
新
し
い
年
、
一
九
五
五
年

を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
み
な
さ
ま
に
、
誌
上
か
ら
謹
ん
で
新

年
の
御
あ
い
さ
つ
を
お
送
り
し
ま
す
。

髄
「
史
林
」
　
亀
隔
月
刊
二
年
目
に
入
り
、
い
よ
い
よ
張
切
っ
て
い
ま
す
。
そ
託
に

つ
け
て
も
、
戦
後
十
年
聞
に
こ
こ
ま
で
盛
上
げ
た
の
は
、
た
だ
世
の
中
が
以
穏
で

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
同
民
的
な
堂
聞
・
文
化
へ
の
意
慾
と
先
韓
役
員
諸
賢
の

御
尽
力
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
考
え
、
わ
れ
わ
九
が
ま
だ
ま
だ
こ
の
盛
上
ス
恋

慾
に
こ
た
え
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
黒
椰
な
い
御
批
判
と
御
注

文
を
お
待
ち
し
ま
す
。
な
お
太
巻
は
全
体
の
企
画
と
し
て
各
号
八
八
頁
、
第
六
号

を
特
輯
増
頁
に
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
田
）

　
【
お
こ
と
わ
り
】
　
さ
き
に
三
七
巻
口
次
を
作
り
ま
し
た
が
、
誤
り
が
多
い
の
で
、

今
礎
新
た
に
刷
り
回
し
ま
し
た
。
深
く
お
わ
び
い
た
し
窯
す
．

印

刷
所

蒲、

中雫

嬢要理
印理事学費鼻聾
刷解任長振　　　　　　只木第

編轡内覧定
芸蝶究　讐
証購∫，　円

　　　　　九九

行　劇三
所　　　　　年イド

史難禁互l

　s’区　＝：　　　　　”　［1

’i’ @’
狽

鮭
一
一
一
h
一
　
膏
じ
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．
9
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、
h
5
し
」
∵
」
」
臣
一
F
、
　
7
三
　
、
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